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1．はじめに

　アジア・オセアニアの会計基準設定主体で
は、平成 21 年 11 月に、アジア・オセアニア会
計基準設定主体グループ（AOSSG）が組成さ
れており、当委員会も平成 22 年 9 月から平成
23 年 11 月まで第 2 代議長を務める等、その活
動に積極的に参画している。平成 23 年 11 月に
開催された第 3回年次総会より、オーストラリ
アの会計基準設定主体が議長、香港の会計基準
設定主体が副議長となって活動を行っている
が、本稿では、平成 24 年 5 月から 7 月におけ
る取組みについて、概要をご紹介させていただ
く。

2．作業グループによる活動

　AOSSG では、プロジェクトごとに作業グ
ループが組成され、国際会計基準審議会
（IASB）に対してコメントの提供がされてい
る。本年 5 月から 7 月においては、IASB から
公開草案等の公表はなかったため、AOSSG か
らも公式なコメントレターの提出はされていな
い。しかし、IASB に対して適時にフィード
バックを行うこと等を目的として、各作業グ

ループにおいて、IASB の審議動向に対する見
解のとりまとめが行われている。
　また、平成 24 年 6 月に、IASB から情報の
要請「中小企業向け IFRS（IFRS for SMEs）
の網羅的な見直し」が公表されたことを踏ま
え、AOSSG でも作業グループを設置してコメ
ントの検討をしていくことが合意されている。

3 ．非公式会合や年次総会に向けた
準備

　AOSSG では、会計基準設定主体国際フォー
ラム（IFASS）会議等の機会を利用して、10
月にロンドンで非公式会合の開催を予定してい
るほか、11 月末にネパールで年次総会を開催
することを予定している。非公式会合は時間が
限られているものの、電子メールや電話会議等
を通じて、メンバーの見解を事前に集約した上
で、金融商品、収益認識、リース、保険等、で
きるだけ多くのプロジェクトについて IASB メ
ンバーやスタッフと意見交換することを予定し
ている。
　また、11 月の年次総会では、本会議前日に
主要メンバーを中心とした準備会合を開催した
上で、2 日間の本会議において、IASB からも
議長や副議長等を招いた上で、意見交換を行う
ことを予定している。
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4．その他

　AOSSG では、上記のほか、IASB の活動を
支援することを目的として、次の活動を行って
いる。
・国際財務報告基準（IFRS）の適用後レビュー
に対する支援…IASB は、IFRS の適用後レ
ビューに着手しており、本年 7 月には、
IFRS 第 8 号「事業セグメント」について基
準の適用の影響に関する情報要請が公表され
ている。IASB では、これに対する見解を聴
取するために世界において円卓会議の開催を
予定しているが、AOSSG メンバーの間で

も、香港、中国、タイのいずれかにおいて円
卓会議を開催する方向で調整が進められてい
る。

・IAS 第 41 号「農業」の見直しに関するプロ
ジェクトへの支援…IASB は、IAS 第 41 号
の見直しを短期的なプロジェクトとして取り
上げる意向を示しており、非公式に財務諸表
利用者へのアウトリーチを行っている。
AOSSG は、IASB のアジェンダ協議に対し
て、IAS 第 41 号の見直しを優先度の高いプ
ロジェクトとして位置付けるべきと提案して
きた経緯もあり、作業グループ議長（イン
ド）を中心として、IASB のアウトリーチ活
動に対して支援活動を行っている。


